
第６期神奈川県地域福祉支援計画改定について

神奈川県 福祉子どもみらい局 福祉部

地域福祉課

資料２



1

○ 現行計画から踏襲する事項について

○ 改定にあたっての現状（背景）について

○ 社会福祉法の一部改正及び関連法令に
関する新たな要素

第６期計画改定に向けた前提・背景等



★３つの大柱「ひとづくり」、「地域（まち）づくり」、「しくみづくり」は
踏襲する。

★福祉分野の他の個別計画と連動し、各福祉分野が共通して取り組むべき事項
を記載する計画として、高齢、障害、子ども等の分野との調和を図った計画と
する。

★高齢、障害、子ども等の各分野独自の施策や取組の記載については、各計画
に委ねることとする。

★制度の狭間で他計画からこぼれてしまう課題やその対応策について記載する。

★市町村の自主的な地域福祉計画の推進を支援するための計画とする。

現行計画（第５期計画）から踏襲する事項
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【現状（背景）】
★第５期⇒第6期に向けての課題（社会情勢の変化の影響）
・急速な人口減少・高齢化・単身世帯の増加
・担い手不足の深刻化
・地域における支え合い機能の脆弱化
・福祉ニーズの多様化・複雑化の進行 等

★市町村、市町村社協からの県の支援についての主な意見
（市町村実態調査より）

 ・国、県や他自治体（市町村）の動向等に係る情報の迅速な提供
 ・他市町村の先進的・成功事例等に係る情報の集約及び提供
 ・市町村同士が情報共有を図る機会の提供
 ・人材育成に関する研修等の実施
 ・アドバイザーやコーディネーターの派遣、研修時の講師派遣
 ・社会福祉法人への公益的な取組の促進、働きかけ
 ・重層的支援体制整備推進のための人材派遣

改定にあたっての現状（背景）について

素案の段階で支

援策の構成事業

にて意見を反映
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【社会福祉法の一部改正による新たな要素】

※６月29日社会福祉法
等の一部を改正する法
律の広報資料より
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【関連法令に関する新たな要素】
関連法令 新たな要素等

こども基本法の一部を改正する法律
（令和５年４月施行）

こどもの基本的人権の尊重と差別の禁止、権利擁護、平等な教
育、意見の表明、社会活動への参加、最善の利益の優先、家庭
養育の重視、社会全体のサポート 等

神奈川県こども目線の施策推進条例
（令和７年４月施行）

こどもの人権や意見の尊重と擁護、困難を抱えるこど
もへの支援、社会全体での子育て支援 等

児童福祉法等の一部を改正する法律
（令和７年10月、令和８年４月施行）

保育人材の確保等に関する体制の整備及び虐待を受け
た児童等への対応の強化 等

孤独・孤立対策推進法
（令和６年４月施行）

相談支援体制の整備、NPOや民間事業者、団体などの
支援機関との連携 等

困難な問題を抱える女性への支援に関する法律
（令和６年４月施行）

困難な問題を抱える女性への相談支援、様々な機関との連携し
たニーズに応じた包括的な支援、自立支援 等

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関す
る法律の改正（令和７年６月施行）

車椅子使用者用のトイレ、駐車場に関する建築物のバ
リアフリー基準の改正 等

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法改
正（令和６年４月施行）

不当な差別扱いの禁止、事業者による障害のある人へ
の合理的配慮の提供が義務化 等

更生保護制度の充実を図るための保護司法等の一
部を改正する法律（令和７年12月改正、令和８年
12月施行）

任期の延長、安全確保の推進、現役世代の担い手確保、
要件の緩和と確保策

民法等の一部を改正する法律（令和８年６月24日
公布）※成年後見制度に関する改正部分

本人に必要な事項について代理権・取消権を付与する制度に一
元化、制度利用を終了することが可能 等
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本日ご議論いただきたいこと
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○ 中柱名の変更について

○ 改定計画の中柱までの施策体系に
ついて



主な改定内容と柱建ての考え方について①

＜中柱名の変更＞

大柱１－中柱（３） 「福祉介護人材の確保・定着対策の推進」について
                         ↓

 「福祉介護人材の安定的な確保・定着対策の推進」とする

社会福祉法等の一部を改正する法律において、福祉人材に関する項目の見直しがさ
れ、社会福祉法等の一部を改正する法律の概要において「福祉人材の安定的な確保
及び定着支援」という記載となっていることから、「福祉介護人材の安定的な確
保・定着対策の推進」に中柱名を変更する。

法改正の概要 見直し内容

福祉人材確保と介護現場の
生産性向上等の推進

①福祉人材確保のための協議会の設置（努力義務）
②生産性向上等の取組の促進を図る協議会の設置（障害福祉分
野も同様の見直し）

介護福祉士養成施設卒業者
の経過措置の見直し

①経過措置の要件の見直し
②准介護福祉士資格の廃止

ケアマネジャー（介護支援
専門員）の更新制の廃止

①更新制の廃止
②研修の在り方の見直し
③事業者の役割の明確化 7



主な改定内容と柱建ての考え方について②

＜中柱名の変更＞

大柱２－中柱（４） 「災害時における地域支援体制の充実」について
                         ↓

 「平時からの災害福祉支援の体制整備」とする

令和６年能登半島地震において、平時からの防災や災害福祉支援体制の整備の重要
性が認識され、同じく社会福祉法が改正されたことから、災害時だけではなく、
「平時からの災害福祉支援の体制整備」を推進するため、中柱名を変更する。

改正の概要 見直し内容

災害時に高齢者等を支える
福祉支援体制の強化

①DWAT（災害派遣福祉チーム）の法制化
②派遣を支える仕組みの整備
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(3) バリアフリーの街づくりの推進

(1) 一人ひとりの状況に応じた適切な支援

(2) 高齢者、障がい者や児童等の当事者目
線に立って、個人の尊厳を尊重し、地
域でいきいきとした暮らしができる取
組の充実

(3) 生活困窮者等の自立支援

平時からの災害福祉支援の体制整備

２
　
地
域
（

ま
ち
）

づ
く
り

(4)

・自立支援（対策推進本部設置など、強化した
（する）取組等も記載）
・子どもの貧困対策
・矯正施設退所予定者等の社会復帰支援

・地域住民等の活動による支え合いのまちづく
り
・民間事業者やNPO等との協働、連携
・外国籍県民の暮らしやすさの支援

・当事者が主体となる活動や本人の意思を尊重
するための取組の推進

・バリアフリーの街づくり
・情報アクセシビリティの向上

・個人の尊厳を支え、守る取組（虐待防止、権
利擁護、当事者目線の障がい福祉にも触れる）
・未病改善、健康増進
・誰もが自分らしく地域で暮らすことができる
場所の確保

・災害時における福祉的支援の充実
・平時からの災害福祉支援の体制整備
・災害派遣福祉チーム（DWAT）

小柱（支援策）について（イメージ）

・確保
・スキルアップ
・定着（離職防止）の促進

・福祉の心の育み
・教育の推進

当事者目線に立ったその人らしく暮ら
すことができる地域づくり

(1) 地域における支え合いの推進

(2)

(2) 高齢者、障がい者や児童等の当事者目
線に立った地域福祉の担い手の育成

(3) 福祉介護人材の安定的な確保・定着対
策の推進

・市町村における包括的支援体制の整備への支
援
・制度の狭間における課題への対応
・当事者活動への支援
・頼れる身寄りのない高齢者等への対応

・支え合いを促進する人材の養成
・包括的な支援体制整備を推進する人材の育成
・福祉関係機関等の職員のスキルアップ

１
　
ひ
と
づ
く
り

(1) 「ともに生き、支え合う社会」の実現
に向けた意識の醸成

大
柱

中　　柱

次期計画

改定内容と柱建てについて（案）
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骨子案に記載 素案以降に記載

・市町村における包括的支援体制の整備への支
援
・制度の狭間における課題への対応
・当事者活動への支援

・個人の尊厳を支え、守る取組（虐待防止、権
利擁護、当事者目線の障がい福祉にも触れる）
・未病改善、健康増進
・誰もが自分らしく地域で暮らすことができる
場所の確保

・自立支援（対策推進本部設置など、強化した
（する）取組等も記載）
・子どもの貧困対策
・矯正施設退所予定者等の社会復帰支援

大
柱

中　　柱

「ともに生き、支え合う社会」の実現
に向けた意識の醸成

(1)１
　
ひ
と
づ
く
り

小柱（支援策）について

・福祉の心の育み
・教育の推進

・支え合いを促進する人材の養成
・包括的な支援体制整備を推進する人材の育成
・福祉関係機関等の職員のスキルアップ

(4) 災害時における地域支援体制の充実

・確保
・スキルアップ
・定着（離職防止）の促進

・地域住民等の活動による支え合いのまちづく
り
・民間事業者やNPO等との協働、連携
・外国籍県民の暮らしやすさの支援

・当事者が主体となる活動や本人の意思を尊重
するための取組の推進

・バリアフリーの街づくり
・情報アクセシビリティの向上

・災害時における福祉的支援の充実

(2) 高齢者、障がい者や児童等の当事者目
線に立った地域福祉の担い手の育成

３
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(3) 福祉介護人材の確保・定着対策の推進

(1) 地域における支え合いの推進

(3) バリアフリーの街づくりの推進

(1) 一人ひとりの状況に応じた適切な支援

(2) 高齢者、障がい者や児童等の当事者目
線に立って、個人の尊厳を尊重し、地
域でいきいきとした暮らしができる取
組の充実

(3) 生活困窮者等の自立支援

(2) 当事者目線に立ったその人らしく暮ら
すことができる地域づくり

２
　
地
域
（
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）
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く
り

現行計画
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